
Ⅰ．はじめに

　２００７年６月に原木生シイタケ栽培の生産現場２箇所からオオヒ
ロズコガ被害発生の報告を受け，被害対策に資する目的で成虫の
発生動態の調査を開始した。今回は羽化数調査と防除法の検討結
果について報告する。

Ⅱ．材料と方法

１．羽化数調査
　大分県におけるシイタケオオヒロズコガの生態調査の一環とし
て羽化数調査を行った。調査は被害報告のあった２箇所のほだ場
（大分市今市，中津市耶馬渓町）で実施した。この蛾の幼虫は通
常ほだ木内部に生息しているが，ほだ木の表面に出てきて羽化す
るために，脱皮殻がほだ木表面に残される。その脱皮殻を定期的
に計数して羽化時期を調査した。２重計数を防ぐために，数えた
脱皮殻はほだ木から除去した。ほだ木はナンバーテープによって
区別し，２年目，３年目，４年目のほだ木ごとにそれぞれ３０本以上
調査した。羽化数調査は２００７年８月初旬に１回（夏の羽化調査），
８月下旬〜１１月上旬に合計１０〜１２回（秋の羽化調査）実施した。
なお，４年目のほだ木は生産者による廃棄の対象となっていたた
め秋の羽化調査は実施しなかった。
　さらに県下全域での被害状況を把握するために，県内に６箇所
ある振興局の普及指導員に依頼し，１０月下旬〜１１月下旬にかけて
同様な羽化調査を実施した。
２．防除法の検討
　中津市耶馬渓の生産者の人工ほだ場において，ほだ木への成虫
の産卵を防止するため，接種当年のほだ木に対してポリエチレン
製ネットによる被覆を行った。ネットは１㎜目の白色のものを用
い，ほだ木を完全に覆い，隙間ができないようにすそに重しを置
いた。ネット被覆の効果については，成型駒上に残る穿入痕（小
穴）ならびに脱出痕（大穴）を計数することによって調査した。
そしてこれら痕跡を有する成型駒の調査駒数に対する比率を計算
して痕跡率（％）とした。

Ⅲ．結果と考察

１．大分市今市の結果
　大分市今市の人工ほだ場は，谷あいの用水路と小川にはさまれ
た水田跡地であった。また，周囲も水田が続いていた。さらにほ
だ場の周囲は防風ネットが張られていた。状況を図－１に写真で
示した。なお，このようなほだ場の立地環境は前報の被害地（村
上・宿利，　２００６）と共通している。
　このほだ場に収容された２〜４年目のほだ木における夏の羽化
数調査の結果を表－１に示した。
　２年目のほだ木では脱皮殻が４２．４個/㎥であったが，３年目の
ほだ木では著しく増加し，７４８．６個/㎥となった。４年目のほだ
木では減少し，２年目のほだ木よりもやや少ない結果となった。
３年目に増加したのは，新たな産卵によって食入する幼虫数が増
加したか，または他のほだ木から移動してきたものと考えられた。
雨の日は幼虫がほだ木上を移動しているのが観察された。また，
ほだ木の浸水時にも幼虫がほだ木の外へ出てくるのが観察された。
産卵行動や幼虫の移動についてさらに調査が必要であると思われ
る。
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図－１．大分市今市の被害ほだ場とその周辺の状況



　大分市今市の秋の羽化数調査の結果（２年目と３年目のほだ
木）を図－２に示した。
　２年目のほだ木からは秋の羽化はほとんどなく，１０月２３日に
１．２個/㎥見つかっただけであった。
　３年目のほだ木も秋の羽化は少なく，脱皮殻は９月１８日に１６．６
個/㎥，１０月２３日に３３．２個/㎥見つかった。
２．中津市耶馬溪の結果
　図－３に中津市耶馬渓の被害ほだ場の写真を示した。
　現地は山間部の山の中腹にあたり，水田跡地ではなかった。し
かし，生シイタケのほだ木作りのための散水がひんぱんに行われ，
地面には常に水たまりを有する状態であった。
　このほだ場に収容された２〜４年目のほだ木における夏の羽化
数調査の結果を表－２に示した。
　ここでも３年目のほだ木（３８９．８個/㎥）が最も脱皮殻数が多
く，２年目のほだ木（８３．１個/㎥）と４年目のほだ木（５２．４個
/㎥）はその４分の１以下であった。
　このほだ場での秋の羽化数調査の結果（２年目と３年目のほだ
木）を図－４に示した。
　２年目のほだ木において，脱皮殻は９月上旬から見られるよう
になり，９月２５日に２３７．２個/㎥のピークを形成した。その後しだ
いに減少して１１月２日以降は０になった。
　３年目のほだ木において，脱皮殻は９月始めから見られるよう
になり，まず９月１１日に６３．８個/㎥のピークを形成した後しだい
に減少して１０月１日と９日に０となった。しかし１０月１７日に再び
発生し，１０月２３日に６３．８個/㎥のピークを形成した。その後１１月

２日以降は０になった。
３．県下秋の一斉調査
　県下一斉に実施した秋の羽化数調査の結果（生シイタケ生産
者）を図－５に示した。
　生シイタケ生産者においては県下各地に広く被害が広がってお
り，羽化数（脱皮殻密度）は３〜５２９個/㎥の範囲にあった。ま
た，脱皮殻が全く見られない生産者もあったが，それぞれのほだ
場の環境条件と羽化の有無について，さらなる調査が必要である。
　同様に，秋の羽化数調査の結果（乾シイタケ生産者）を図－６
に示した。
　乾シイタケ生産者においては生シイタケ生産者よりも羽化数
（脱皮殻密度）が少ない傾向が見られ，脱皮殻０のほだ場が多
かった。しかし中には４４〜２８７個/㎥と，羽化数の多いほだ場も
散見された。これらにの場所ついてもさらに調査していく必要が
ある。
４．ネット被覆試験結果
　中津市耶馬渓におけるネット被覆試験の結果を表－３に示した。
　ネット被覆を行ったほだ木上の成型駒には幼虫の穿入痕，なら
びに羽化脱出痕が見られなかったが，被覆しなかったほだ木の成
型駒にはそれらが見られた。被覆をすることによって成虫の産卵，
幼虫の食入を防ぐことができると考えられた。この結果は村上・
宿利（２００６）と一致している。
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図－２．大分市今市における２年目（上）と３年目（下）の
　　　　ほだ木上の脱皮殻密度の変化

図－４．中津市耶馬渓における２年目（上）と３年目（下）の
　　　　ほだ木上の脱皮殻密度の変化

表－１．大分市今市における脱皮殻密度（２００７年８月初旬）

４年目３年目２年目項目

６８１５７９４調査ほだ木数

４０．０７４８．６４２．４脱皮殻密度（個/㎥）

表－２．中津市耶馬渓における脱皮殻密度（２００７年８月初旬）

４年目３年目２年目項目

３８４４４７調査ほだ木数

５２．４３８９．８８３．１脱皮殻密度（個/㎥）

図－３．中津市耶馬渓のほだ場の状況
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図－５．県下一斉調査における脱皮殻の有無と密度（生シイタケ
生産者）（図中の数字は脱皮殻密度（個/㎥））

図－６．県下一斉調査における脱皮殻の有無と密度（乾シイタケ
生産者）（図中の数字は脱皮殻密度（個/㎥））

表－３．ほだ木のネット被覆試験の結果

痕跡率（％）脱出痕穿入痕成型駒数（個）処理区

０．０００４４ネット被覆あり

１００．０７１８ネット被覆なし


